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研究成果の概要（和文）：本研究では、がん薬物療法における抗がん薬曝露の実態を調査し、繰り返しモニタリ
ングを行うことで、国内での閾値の設定や予防の根拠となるエビデンスを創出することを目的としている。当院
外来化学療法室では、院内すべての点滴抗がん薬の外来投与を専任の医療者が担当している。年間10,000件以上
の実施にあたり、職業性曝露のモニタリングを経年的に行った。
新規薬剤の導入、併用レジメンの開発によって、がん薬物療法の現場で使用する対象薬剤や使用頻度は既報の状
況とは大きく異なっている。本研究は最新のエビデンス創出に寄与した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to create scientific evidence which will serve as a basis 
for setting domestic thresholds and prevention against exposures. Chosen methods were investigating 
the actual state of medical staff exposure through cancer chemotherapy, and repeated monitoring. 
At our hospital's out-patient chemotherapy room, every administration of intravenous anti-cancer 
drug is handled by dedicated medical professionals. Here, we monitored occupational exposure over 
the course of several years, with an annual administration of around 10,000 cases. 
The introduction of newly developed medicine and combination regimen to cancer chemotherapy has led 
to considerable differences from previous reports. This has occurred in both administered medicine 
and frequency of usage in the field. This research has contributed to creating the most recent 
evidence reflecting such shifts.

研究分野：臨床腫瘍学、外来化学療法、臨床薬理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、関係学会による「がん薬物療法における曝露対策合同ガイドライン」が刊行され、職業性曝露対策が注目
されている。一方で、新規抗がん薬の開発によって外来化学療法患者が増えるなかで、職業性曝露に対する取組
みをコストと時間をかけて何をどこまで行うべきか科学的コンセンサスは不十分な状況である。本研究成果から
環境モニタリングによる予防の意義を提唱した。
がん患者が年々増加するなかで、多様化したニーズに対してがん薬物療法に習熟した医療者の関わりが重要とな
っている。がん薬物療法を専門とする医療者の育成・拡充には専門的な教育・訓練とともに、抗がん薬を扱う現
場における医療者の安全、職場環境の整備に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
分子標的薬、免疫チェックポイント阻害薬に代表される新規抗がん薬の開発により、外来化学
療法で取り扱う抗がん薬レジメンは増加する一方である。外来化学療法室を利用する患者は年々
増加し、多様なニーズに応えるがん薬物療法に習熟した医療者の関わりが重要となっている。が
ん薬物療法を専門とする医療者の育成、拡充にあたっては、専門的な教育・訓練とともに、抗が
ん薬を扱う現場における医療者の安全、職場環境の整備も提唱されている。 
海外では抗がん薬の職業性曝露に対する取組みが公表され改訂を重ねているが、国内では「が
ん薬物療法における曝露対策合同ガイドライン 2015 年版」「がん薬物療法における職業性曝露
対策合同ガイドライン 2019年版」などが刊行され、職場環境における曝露対策が近年注目され
始めている。 
環境および生物学的モニタリングは実施可能になっているが、閾値や予防に対する意義は検
証されていない。経年的に調査し、繰り返しモニタリングを行うことで、特に国内における閾値
設定や曝露予防の根拠となるエビデンスの創出に役立つ。曝露防止を目的とした機器の導入、マ
ニュアルの整備、教育が遂行されている現状に即したモニタリングの活用法を示し有効な曝露
対策を導き出す。 
増え続けるがん患者を前に、医療者がコストと時間をかけてどこまで曝露対策を行うべきか
の科学的コンセンサスは得られていない。新たに曝露防止を目的とした機器の開発は進んでお
り、これまでのデータが現状と乖離している面もある。また、環境および生物学的モニタリング
は可能になっているが、閾値や予防に対する意義は検証されていない。国内では臨床現場での生
物学的モニタリングに着目した経年的な報告はない。唾液からの測定は近年可能となった手法
である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、がん薬物療法における抗がん薬曝露の実態を調査し、繰り返しモニタリングを行
うことで、国内での閾値の設定や予防の根拠となるエビデンスを創出することを目的としてい
る。経年的なモニタリングの実施により現状に即した有効なモニタリング法、モニタリングの意
義を検証する。 
 
 
３．研究の方法 
当院外来化学療法室では、院内すべての点滴抗がん薬の外来投与を専任の医療者が担当して
いる。年間 10,000 件以上の実施にあたり、職業性曝露のモニタリングを経年的に行った。 
生物学的モニタリングでは膀胱注入後の尿排泄時の曝露量を測定する。また万一、大量曝露が
生じた際には医療者の生物学的モニタリングを実施し検証する。 
 
 
４．研究成果 
新規薬剤の導入、併用レジメンの開発によって、がん薬物療法の現場で使用する対象薬剤や使
用頻度は既報の状況とは大きく異なっている。年間 10,000 件以上実施していた当院でも直近で
は年間 13,000 件以上と増加しており、今後も新たな抗がん薬の開発が続き、臨床現場で継続し
て取り組むべきか本研究は最新のエビデンス創出に寄与した。 
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